
リストラによって複数の支店を閉鎖してそれらが遊休資産となった場合で、正味売却価額

が簿価を上回る遊休資産（元支店）と正味売却価額が簿価を下回る遊休資産（元支店）が

ある場合、それらを合計して減損損失を測定してよいのではないでしょうか。 

遊休資産グループという考え方ができるかどうかです。 

複数の遊休資産について売却方針が決定している場合に、売却益を見ないで売却損だけを

見るのでは将来の損失額を正しく把握できないと考えます。 
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